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R–R間隔変動の高周波成分（HF : High Fre-






に 4種類の音が快か不快かを Visual Analogue 
Scale（VAS）値で評価した．各条件による計測
を異なる日に行い，無条件時と条件時の自律神経
活動と疼痛閾値の変化を比較検討した．
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【結果と考察】
　AS値の評価から，クラシックと POPは快音
であり，スケーラー音とベル音は不快音であっ
た．HFは無条件に対してクラシック，POP，ス
ケーラー音を聞いている時に有意に上昇し，ベル
音では有意に低下した．LF/HFは，無条件に対
してクラシックとスケーラー音で有意に低下した．
　疼痛閾値は，歯肉と内腕において POPを聞い
ている時に有意に上昇した．これは，POPを聞
いているときの快度の VAS値が 1番高いという
理由が考えられ，この結果から疼痛閾値は情動の
変化に強く関与していることが示唆された．
　 4種類の音を聞かせた時の疼痛閾値の変化と
HFと LF/HFの変化との間に相関関係は認めら
れなかった事から，疼痛閾値の変化と自律神経活
動の変化は無関係であることが明らかとなった．
